
ベルゲン大学における学際的スーダン研究
一 環 境 ・ 開 発 ・ 人 類 学 一

1998年 10月にノ ルウェーのべ

ルゲン大学(Univer s i t y of 

Bergen)を訪れる 機会を得た。ペ

jレゲンは首都オスロに次ぐ第二
の都市で、 フィヨルドにいく観

光客の拠点ともなっている。
ベルゲン大学には、現在、スー

ダンに関係する研究に携わる多

くの研究者が集まっている。 そ

の分野は、歴史学、考古学、人類
学、地理学、植物学など多岐にわ

たる。さらに、実際に訪れてみて

感銘を受けたことは、「人文・社

会科学系」と「自然科学系」の研

究が有 機的にリンクし、 なおか

つ「ノルウェ一人jと「スーダン

人Jの密接な連携の上に成りた

つ共同研究を20年以上にわたり

行ってきたことであった。 長年

の着実な積みあげが生みだした

「学際的スーダン研究Jには学ぶ

ことが非常に多いと思われた。

以下では、 それらの簡単な紹介
を行いたいと思う。

歴史学

スーダン研究の 一つの大きな

btれは歴史学にある。 その中心

的な役割を来たすのは、 ショー

ン・オファーヒー(R. S .  0・Fahey)
である。 オファーヒ一教授はア

イルランド人であるが、 197 1年

以来ペルゲン大学に所属してい

る。著作には『ダール・フ-)レの
国家と社会jや 19 世紀までの

スーダンに関するあらゆる史料

の 紹 介を 行 っ た も の が あ り 、

スーダンの歴史研究者として現

在もっとも著名な人物の一人と

言える。 私が訪れた折には、アメ
1)カへ出張中で お目にかかれな

かったが、 私が留学していた頃
ハルトゥームで一度お会いした

ことがある。その 時、誇らしげに

「もはやスーダン研究の中心はイ

ギリスではなくペルゲンである」

と語っておられたのを思い出す。

ベルゲン大学のスーダン史家

らは、 スーダン 国立文舎館前館
長のアプー ・サ リームそして現

館長のアリー・サーリフ ・カッ

ラールとの親密な関係を構築し

た。そのため、文嘗館の史料は現

在、 オファーヒ一教授の息がか

かった前・現館長を中心とした

スーダン人研究者らによって押

さえられているといっても過言

ではない。

人的交流の み ならず 一種の

「史料交流」も存在し、 ベルグン

大学にはスーダン古文書のコレ

クションがある。 ハJレトゥーム

大学では紛失しており、 私が長

らく探していたナウム ・シュカ

縄田 浩志

イJレfスーダン古代史・近代史・

地理史jというアラピア語本な

どをコピーすることができた。

一方、アンダース・ベールクロ

(Anders Bjør kel o) は、19世紀

トルコ支配期のスーダ ン北 部地

域の研究を行う。 1996年に他界
したリチヤード ・ヒルの著 作の

再販のための編集を現在行って

いるという お話しをしてくだ

さった。

また、 1988年には学内に中東・

イスラーム研究センター(Th e

Center for Middl e Ea st ern and 

Is lamic S tudies )が設 立され、

Sudαnicペfトicαという雑誌も発

行して い る。 そこに は 、 マフ

デイー運動に関連したコJレド

ファー ン北 部の政治組織の歴史

で博士号を取得したばかりの
スーダン人アフマド・アブー ・
ショウク(Ahmed 1. Abu S houk) 

が研究員として務めていた。 彼

も編者として加わり、 スーダン

国立文書 館所蔵のスーダン東部

カッサラとガダーリフ地域の20

世紀前半の文奮をまとめた本が、

1997年にカイロで出版されてい

る。

考古学

ノルウェ一人によるアフリカ
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考古学の先駆者は、ケニアやタ 内外からスーダンの歴史学・考 る。そして、このようなアプロー

ンザニアで石器時代の遺跡調査 古学を専門とする研究者が集 チはその弟子遼に継承さ れ て

を中心に活路したクヌート ・ オ まっていた。 それではベルゲン いった。

ドナーである。 スーダン考古学 大学でスーダンの調査や研究が ジャパJレ・ マッラ地域のプロ

を始めたランデイー・ハーラン 組織的に進展してきたきっかけ ジェクトにバルトと共に 参加し

ド(Rand i Håla nd )はその弟子 は何だったのだろうか。 たグン ナ ー ・ ハー ラ ン ド

にあたり、ダーJレ・フールにおけ それは、 社会人類学者フレド (Gu nnar Håla nd)は、フ-)レ族

る民族考古学的調査と平行して、 リック・パJレト(Fredrik B紅白) と周辺民族に関する多くの著作

ハルトゥーム大学の考古学科に にある。 や論文を著している。 そこでは、

おいて 1972-5 年に講師を務め 問地域で異なったニッチェを利

た。 それ以降 10年にわたり、 ア 社会人類学 用する 農耕民フ-)レ族と牧畜民

トパラ川とナ イル川の合流点 付 バルトは、 民族間関係を考え パツガーラ族の間では対 立関係

近の新石器時代の遺跡の発掘に る場合に「ニッチェ」の概念を持 が生まれないのに対し、 同じ生
関わり、その成果は『新石器時代 ち込んだエスニック ・パウンダ 業形態を持つフール族とザガー

のスーダンにおける社会経済的 リー論で名高いノルウェーを代 ワ族の関係は民族的対 立を生む

差異化jや、 アヌワール・アプ 表する社会人類学者である。 パ ことなどが明らかにされた。
ドゥJレ・マージド( Anwar Abdu l キスタン、 イラン、 オ マーン、 さらに、 民族間関係に注目し

Mag id)との共著である『スーダ ニュー ギニアなどでの調査が知 た資源利用に対する 問題意識は、
ンのナイJレ川とアトパラ川沿い られている。 グンナー ・セJレベ (Gu n na r

の 水利用文明の遺跡jにまとめ 1960年代にはUNE S COの客 Sør bø)による研究においても深
られている。 員教授としてハルトゥーム大学 められた。 スーダン東部 ポター

スーダン人のアヌワール氏は、 で教鞭をとると同時に、 FAOの ナ地核で 1960年代末以降アトパ

ベJレゲン大学で博士号を と り 専門家として地学者・水路学者・ ラ川にダムを 建設する ことによ
1989-93年にはハルトゥーム大学 農学者らと共同でスーダン西部 り ニュー ハルファ 農業生産計

の考古学科に所属していたが、 ダ-)レ ・フールの開発計画のた 画とよばれる大規模滋j銃 農耕が
現在はペjレゲン大学に戻ってい めの調査研究を行い、 その成果 始まった。 原住民であるラクダ
る。 ソルガムなど栽培棺物のド はf人的資源ージャパル・ マツ 牧畜民シュクリーヤ族は、 アス
メステイケーションに関する考 ラ地域の社会的文化的特徴jと 勺ーン・ハイダムの 建設に伴っ

古学的研究で知られている。 ま して明らかにされている。 て水没した ワーディー ・ハル
た、 植物学者らと共同で行った フール族の 農耕をけっして自 ファから移住してきたヌピア族
紅海丘陵での調査結果も公に成 立的な生業形態と見なす ことな との共存を強いられた。 そして、

りつつある。 今回の 私の滞在中 く、 換金作物の役割や商人との 政府が 土地を没収するという過
には大学の関係者に紹介してい 関係を重視しながら、 社会関係 程を通じて、 も っ と も肥沃で
ただくなど多くの労をとってい を描き出している。そ こには、や あった放牧地や 伝統的 農耕地は
ただいた。 はり資源利用に根ざした民族の 失われ、 社会機造や生業形態に

ランデ イー・ハーランドやア ニッチェを実証的にとらえてい 大きな変化がおとずれたことを
ヌワール・アブドウル・マージド こうという姿勢がうかがえる。 指摘した。
による発掘調査は、 ノlレウェー それは、 パJレトが古生物学とい これらを概観してみると、 ベ
外 務省の下部 機 関 で あ る う自然科学の教育を受けてから ルゲン大学の社会人類学者らは、
NOR AD (the N orwe g ia n  社会人類学に移ったという経歴 歴史学や考古学者との密接な共
Agency for In t er na t iona l とも関係しているようである。 同研究体制を構築しながら、 乾
Devel opmentlからの助成により 「人文 ・社会科学系」と 「自然、科 燥・半乾燥地域の生産システム

運営されてきた。 学系Jの共同研究の原形はすで と民族間関係をスーダンの西部
このようにベルゲン大学には、 に この時代にできていたのであ から東部へ と次々に調査してき
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たといえる。それらの地域は、イ

スラーム文 化圏と非イスラーム

文化闘が交差する中で、 複数の
民族が広域ネ ットワークを発達

させた複雑な社会であった。 閉

じられた社会としてスーダン南

部の民族の社会構造を中心に、

植民地時代から独立直後にかけ
て調査を行ってきたイギリスの

社会人類学者らと比較した場合、

この点がノルウェ一人による石汗

究の対照的な特徴といえるであ

ろう。現在、社会人類学科は、 教

官20人程、大学院生100人近くを

抱える大所帯である。なお、民族

誌を中心として学科から出版さ

れているシリーズは、 50冊以上

にのぼる。

「紅海地域プログラムj

このようにして、 スーダンに

おける研究を積み重ねてきた社

会人類学者らが、 自然科学系の

研究者と共同できる体制を形

作ったのは、「紅海地域プログラ

ム(Th e Re d S ea Ar ea 

progr a mme)Jを通じてであっ
マー.，�。

1980年代前半、 北東アフリカ

エジプト東部沙漠に閉まれた地

域を生活固としてきた民族であ

る。その現在の居住地は、エジプ

ト、 スーダン、 エリトリアの3カ

国にまたがっている。 紅海地域

プログラムが対象とした調査地

は、 紅海E陵にあるシンカート

周辺であった。 場所は異なるも

のの、 私も向じベジャ族におい

て調査を行ってきた。

ベルゲン大学においては開発

研究センター(Ce ntr e f o r  

Dev elop ment Studies)、 ハル

トゥーム大学ではこのプロジェ

クトのための委員会が設置され、

プログラムは共同運営された。

プロジェクトのリーダーを務め

たのは、 現在は社会人類学科教

授で少し前までは開発研究セン

ター所長でもあったレイ フ ・ マ

ンガー(LeifO. Manger)であ

る。マンガー教授は、1976年には

コJレドファーン1ヒ吉日の オアシス

において、 そして1979年から84

年にかけてヌパ山地南部で調査

を行い、『山岳から平地へーラ
フォフア ・ ヌパ族のスーダン社

会への統合jという民族誌で知

られている。また、17世紀から現
をひどい干ばつと飢餓が襲った。 在までのジャッラーパ商人の活

スーダン東部はその中でも最も 動を扱った『スーダンの交易と

悲惨な地域の→つであった。 そ 商人』また『ムスリムの多様性ー

して、 その主要構成民族である グローパjレ・ コンテクストにお

ベジャ族は、 都市への流入をー けるローカjレ・ イスラームJ (近

段と進め、 市場経済や援助物資 刊)など多数の本を編集してい
への依存度を高めた。 いち早く る。

ベジャ族に対する援助を始めた

機関の一つはノルウェー赤十字

であった。そのような状況下で、

1987年からは紅海地域プログラ

ムが始まったのである。

ベジャ族とは、東は紅海、西は

ナイル川本流とアトパラ川、 南

はエチオピア高原、 そして北は

植物学 ・ 地理学

紅海地域プログラムでは、 1) 

植物学者は植生の長期変化に関

して研究すること、 2)自然地理

学者は雨量、 地形、 地質、 土壊、

水文などのデータを得ること、3)

人文地理学者と社会人類学者は、

伝統的な側面からと近代的な側

面から農牧システムをとらえる

ことにより人聞の適応戦略を把

握すること、 が目的とされた。

リモート ・ センシングを用い

てランドスケープの分析を進め

た植物学科助教授のクヌート ・

クルズウィン ス キ ー (K n u t 

Kr zywinski)、 そしてこのプロ

ジェクトに加わりスーダン東部

の植物に関する博士論文を完成

させ現在植物学科研究員のオレ・
ベタース(Ole R. Vetaa s) らが

参加した。また、人文地理学の大

学院生(Vibeke Vågenes)はジェ

ンダー研究を行った。

このプロジ、エクトの結果、 ベ

ルグン大学では修士論文5本、博
士論文2本、ハjレトゥーム大学で

は修士論文9本、博士論文l本が

提出され、 双方の研究者の育成

が堅実に行われた。 私が訪れた
時には、 ハjレトゥーム大学から

築学を学びに来たばかりの修士

課程のス ーダン人女学生に出

会った。また数年前から、ベジャ

族の学生 がランドサットの分析

法を学ぶため留学してきている。

彼の父親は、 現地出身民族によ
る初のトーカル州知事を務めた

方である。

プロジェクト進行中には、 ハ
Jレトゥーム大学出版から 9冊の

テクニカル ・ ペーパーが出!坂さ

れ、3聞のワークショップに提出

されたペ ーパ ー集もまとめられ

た。そこでは、研究成果が開発計

画のプランナーにもf主立てられ

ることに留意されている。 そし

て、最終的には、スウェーデンの

ウプサラにある北欧アフリカ研

究所(北欧諸国の共同出資によ

り設立 )から、『乏しい資源での

生存ー紅海丘陵のハダンドゥワ
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族の牧畜J (Leif Manger witb それまでの人類学、考古学、歴史 くして亡くなったベルゲン大学

Hassan Abd el Ati， Sharif 学 に加え、 植物学、 地理学、宗教 長 に謝辞が述べられている。 こ

Hru汀.Knut Kr可winsk i & Ole 学、薬学、心理学、 水産学、 アラ のプロジェクトは、 1980年代と

R. Vetaas. 1996. Survivαlon ピア語学などへと協力分野が広 90年代のノルウヱーで一般的と

Meagre Resou rces: がっていった。 なった研究形態で、 有用性が高

Hadendowa p，αsωrαllsm in the さら に、 1980年代前半 にアフ い応用的な学際研究が求められ

Red SeαHiLls. U p p sa la: リカを襲った干ばっからの回復 ていた、という。そこ には、国連

Nor ctiskaA企ikainstitutetlとし を目的 にノルウェ一政府が打ち に対する協力政策を長く外交の

て出版されたのである。 立てたTh e Sah e l-Sudan- 基本とし、 積極的な対外援助を

しかし、 その本で明らか にさ Eth io pia Pro grammeの一環と 実施してきたノルウェーの政治

れた内容の具体的で実証的デー して、 前述の紅海地域ブログラ 的特徴が反映されている。

タは、 多くの未出版のペーパー、 ムが立ち上げられたのである。 国連環境特別委員会 (正式名
NGOへのレポート、博士論文な このプログラムでは、 国会 にお 称、は 「環境と開発 に関する世界

どを 参照するしかなかった。 そ ける以下のような決議 にもとづ 委員会J、 日本の提案をきっかけ

れが、 ベルゲン大学を実際 に訪 いた資金運営がなされた。 1) 国 に 1983年 に設立) によって 1987

閉して資料収集を行った理由で 際 機関 に対する援助 (全援助額 年 にまとめられた報告書f我ら

あった。 マンガー教授のご厚意 の内の50%)、 2) ノルウェーの 共有の来来 (O ur Co mmo n  

で合計1万ページ にも達しよう NGOとそこが主催するプログラ Futur e)jでは、先進国と開発途

という量の資料をコピーさせて ム に対する援助(40%)、3)ノル 上国が協同して環境資源の保全
いただいた。 ウェーと対象国の研究 機関との に配慮しながら「持続的開発jを

聞の研究協力 に対する援助(10 目指すことが提唱された。この
学際的研究と開発 %)からなる。全体のプログラム 報告省が世 に関われて以降、「持

それでは、学際的スーダン研 は、 現地 における食物生産の発 続的開発Jというキ一概念は広

究が人類学を中心として発展し 展的改善と持続的生産システム く知られるよう になっている。

ていった経緯はどのようなもの のための自然環境改善を目的と 委員長は、 環境大臣を経てノlレ
だったのだ ろうか。 している。 研究活動の位置づけ ウェー首相となっていたグロ・

1975年から、 ベルゲン大学は は、研究 機関と研究主肘談、NGOを ハーレム ・ プlレントラント女史

前述の NORADからの資金援助 サポートできる行動志向の研究、 (Gro Harlem B rundtland) 、

を受けて「サバンナ ・プロジェク 対象地域のノルウェ一人の研究 そして副委員長は元スーダン外

トJを主且織し、スーダンの社会経 能力などの向上 におかれた。 そ 務大臣のマンスール ・カ}リド

済研究協議会、 開発研究調査セ の手段として、 ハルトゥーム大 氏(Manso urKhali d)で、あった。

ンタ一、社会人類学科との協力 学の研究基盤の発展 (図書室の この中では、 科学者の コミュニ

関係の下 に、 サバンナ地域の生 施設整備、 コンビューターや コ ティーの役割を増大させる必要
ì!fシステムや開発 に焦点をあて ピ一 機などの事務設備、植物学・ 性もはっきりと述べられている

た調査を行ってきた。 そこでは 地 理学の調査 機材やランドク (環境と開発 に関する世界委員会
伝統的生産システムだけでなく、 Jレーザーなどの寄贈) が達成さ 『地球の未来を守るため にj福武

農業の 機械化や労働者の移住の れた。また、現地でノルウェー赤 寄居、 1987年 )。
問題なども扱われた。 十字とスーダン赤十字が合同で 紅海のプロジェクトが大規模

そして、 198 1年 にはベルゲン 行 ってい た NO RCRO S Sという な学際的研究となりえた理由と
大学とハルトゥーム大学問で協 開発プログラムの活動とも協力 して、 じつはこのような背景が
定が結ばれ、 調査研究の情報交 体制が築かれた。 存在していたのである。 スーダ
換、修士・博.士課程の大学院生の 前掲書f乏しい資源での生存j ン における開発と関連した現地

教育、スタッ フの交換、共同研究 の巻頭 においても、「開発研究J 調査を続けてきた「人類学者」ら
プロジェクトの運営が行われ、 と「北・南研究者協力J に力を尽 が中心となって、人文社会科学
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者が自然科学者らを統率する形

で 、「持続的発展」 への基礎調査
を目的とする「応用的学際研究j
が発展したのであった 。 ノjレ

ウェーでは1 9 91年以降 NUF U

( Norwe gi an Unive rs ities' 

Comm ittee for Deve lopment 

Research an d E ducation)とい

うコミッティーが設置され、 途

上国における高等教育機関によ

る開発研究の発展に対する援助

に続けて力が注がれている。

そして、現在、途上国における

共同プロジェクトを見わたした

時、 必ずしも開発と直接的に関

わっていないようなものにおい

ても、 ベルグン大学など北欧諸

国とその研究機関が発展させて

きた調査形態は浸透してきてお

り、 それが共同研究のあるべき
姿としての一つの雛形に成りつ
つあるようである。

例えば、 エチオ ピアのアジス
アベ パ大学の開発研究所におい
ては、 ノルウェーのトロンハイ

ム大学やアメリカのウィスコン

シン大学とのプロジェクトが進

められている。 また同大学内に

建物をかまえ、 「南・南研究者協

力Jをめぎし て創設さ れ た

プしている。 このような状況も

一因となって、 同大学エチオピ

ア研究所は日本の研究者とのプ
ロジェクトにおける協力関係の

変革を求めたという話をきいた。

この現状を見すえた場合、援

助や開発と関わらない限り、 大

規模で生産的な学際的研究がで
きないのかもしれないと考えさ

せられる。また、そればかりでな

く、国速や NGOとの協力関係の

もとに行われる日じ南研究者協

力」に匹敵するような共同プロ
ジェクト体制を持たずには、 北

東アフリカの研究機関との協力

関係が結べない日が来るので は

ないかという危機感さえおぼえ

る。

スーダン研究者逮の新たな展

開:総合的ハドラミー研究へ

以上のような発展をみせたベ

Jレゲン大学によるスーダン研究

であったが、1 9 90年代に入ると、

人権問題を始めとするスーダン

の政治的関係、 またハルトゥー

ム大学自体のアカデミックな自

立性が問われ、 1 9 93年をもって

正式な協定は終了してしまった。

スーダン研究者たちはそれ以
O S SRE A (Organisation for 降どのような研究へ向かってい

Soci al Science Researc h  in るのであろうか。 マンガー教授

Eastern an d Southern Africa) は現在進行中のハドラミー(ア
は、 前述の N U F Uがパックアッ ラピア半島南部ハドラマウトを

中心にネットワークを発達させ

た人々 ) の研究プロジェクト計

画舎を訟に見せてくれた。 マン
ガー教授自身は、 スーダン西部

や東部での調査を通 じてハドラ

ミーの移住に関する関心を深め

ていた。一方、オファーヒー教授

はイドリース教団の拡大などの

歴史研究からハドラミーの活動

に注目していた。 これらの問題

意識が、 このプロジェクトへと

つながっていった動機であると

いう。
スーダンにおいて成熟した学

際的研究のノウハウを、 総合的

ハドラミー研究に発展させてい
くべルゲン大学の研究者たち。

今後も目がはなせないという期

待と、 自分自身の研究に対する
さら な る情熱と と も に ノ ル

ウェーをあとにした。

付記 本レポートは、 平成10年

度文部省科学研究費補助金(創

成的基礎研究費 ) r地球環境撹乱
下における生物多様性の保全及

び生命情報の維持管理に関する

総合的基礎研究」 の研究協力者
として行われた調査にもとづい

ている。

(なわた ひろし 京都大学

大学院人間 ・環境学研究科 )
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